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研究成果の概要（和文）：　本研究は、戦後の日本における性教育をジェンダーの視点から、特に、思春期の男子を対
象にした性教育について、その歴史的展開を明らかにしようとしたものである。
　本研究による主な成果は以下の3点である。(1) 性教育の手引き・実践報告書等文献目録を作成した。(2) およそ650
0の学習指導案を集め、性教育の学習指導案をデータベース化した。(3)本研究から得られた知見を『現代性教育研究ジ
ャーナル』誌の連載において公表した(連載は現在も、継続中である)。

研究成果の概要（英文）：This study examined Japanese sexuality education after World War II from the 
point of view of the gender. Particularly, I paid my attention to sexuality education for male 
adolescents.
The products of this study are mainly 3 points as below. (1) This study constructed a bibliography of 
guidelines and practice reports about sexuality education. (2) This study constructed a database of about 
6500 teaching plans about sexuality education. (3) The applicant of this study posted the series in 
"Monthly Report Sex Education Journal"(this is ongoing).
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１．研究開始当初の背景 
 
 日本は先進諸国の中でも、HIV／AIDS が
増加している数少ない国のうちの一つであ
る。また、学校教育の中に、必ずしも、性教
育は明確に位置づいておらず、子どもたちに、
科学的に正確な情報、子どもたちが安心を感
じられるような情報が十分に提供できてい
るとは言えない状況にある。 
 そういったなかでも、男の子はさらに、性
教育から排除される傾向にある。“体育館や
保健室に女子だけが集められ月経指導を受
けている間、男子は外でサッカーなどをして
遊んでいた”という光景は、かつては多くの
小中学校で見られた。もちろん、性教育では、
月経や射精といった身体の仕組みを学ぶだ
けではなく、他者との関係性の中で自らの性
のあり方を構築できるような学習内容が保
障されなければならない。しかし、男の子は
その入り口の段階で、学習権を奪われてきた
と言える。これは、ジェンダーの視点からも、
非常に重要な課題だと考えられる。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
 戦後の日本の性教育の歴史的展開を明ら
かにしつつ、性教育の中で思春期の男の子の
<性>がどのように扱われてきたのかを、実際
に行われてきた性教育に即して明らかにす
ることを、研究の目的とした。 
 日本の性教育の歴史研究そのものがまだ
十分に進展しているとはいえず、歴史の空白
を埋めるという意味でも、戦後、どのような
性教育が構想され、実施されていたかを明ら
かにすることは、非常に重要な取り組みであ
ると考えられる。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、以下の研究方法によって進めた。 
 
(1)「性教育の手引き」「実践報告書」などの
史資料を収集・閲覧する。これらは、市販
されないのが通常であるため、一般の図書
館はほとんど所蔵しておらず、日本性教育
協会や地方自治体の教育センターなど限
られた機関にしか所蔵されていない。その
ため、各地における実地調査を行う必要が
ある。 
 
(2)収集・閲覧した史資料のデータベース化、
特に、「性教育の手引き」や「実践報告書」
などに収録されている学習指導案の、「授
業タイトル」「対象学年」「授業形態(男
女別／共修等)」「使用教材教具名」「授
業キーワード」「授業ジャンル」「掲載ペ

ージ」、「キーワード」などデータベース
化する。 
 
 これらの作業をとおして、戦後日本におけ
る性教育の実践内容の時代的変遷や地域的
な差異を、男子への性教育に着目しながら、
明らかにする。 
 
 
 
４．研究成果 
 
 研究期間全体を通じての主な研究成果を
まとめると、以下の３点となる。 
 
(1) 戦後から 1980 年までに、地方公共団体
（都道府県・市区町村）が発行した性教
育の手引きや各学校（小学校・中学校・
高等学校、等）が発行した性教育の実践
報告書の文献目録を作成した。あわせて、
性教育実践で使われるスライド・録音教
材・ビデオなどの教材についてのリスト
を作成し、可能なものについては入手し
た。さらに、把握できた範囲で、1950～
70 年代における性教育・純潔教育の研究
指定校の研究年次や研究指定区分（文部
省・都道府県教委・市町村教委・自主研
究等）を整理したリストを作成した。 
 
 
(2) 性教育の手引きや実践報告書などに掲載
されている学習指導案の性教育指導案デ
ータベースを構築した。本研究期間終了
時にデータベースに蓄積されたレコード
数はおよそ 6500 である。 

 

 

(3) 連載「性教育の歴史を尋ねる 戦後・純
潔教育編」（『現代性教育研究ジャーナル』
誌）において、本研究から得られた知見
の公表を行っている。 
 1940 年代後半から 1950 年代前半にお
ける京都府、兵庫県、北海道、香川県の
性教育や純潔教育の一端を明らかにする
ことができた。なかでも、1948 年の京都
府『性教育指導要領』や同年の兵庫県『性
教育資料』では、女子のみに月経の指導
を行う性教育カリキュラムが作成されて
いた。そして（本研究期間終了時には、
本連載では未発表であるが）、1950 年代
後半には、男女で時間数や内容が、大き
く異なる性教育のカリキュラムが作成さ
れている。例えば、1957 年に山形県教育
委員会が発行した『学校における性教育 
計画篇』に示された中学校の性教育のカ
リキュラムでは、男子は、1 年生で「人
体の成長」1時間、2年生で「人体の成熟」
2時間、3年生で「男女の交際」2時間と
「幸福な結婚」1 時間を学ぶことが示さ



れているのに対し、女子は、これらに加
え、1年生で「月経教育」2時間、2年生
で「母性への歩み（一）」3 時間、3 年生
で「母性への歩み（二）」4時間と「性事
故の防止」1 時間を学ぶことになってい
る。中学校の３年間で、女子が 16 時間配
分されているのに対し、男子は６時間の
配分である。この例に代表されるような
男女で不均衡な性教育カリキュラムは、
①女子向き課程・男子向き課程と男女で
カリキュラムが分かれていた家庭科、②
男女別修で行われることが多かった保健
科、によって支えられていたと考えられ
る。 
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